
水 稲 二 期 作 化 に い ど む

Eedahに学んで

堀 内 孝 次*

1969年の11月11日に乗馬して以来,すでに

1年が経過 した｡ ここマレーシア北西部 Ke-

dah州の TelokChengaiRiceProduction

andTrainingCenterが私の研究活動の場

であり,現在農業土木 と水稲栽培関係の二人

の技官が日本の農林省熱帯農業研究センター

より派遣 されて 着任されている｡ この Te-

lokChengai農試は Kedah州の官庁舎が

所在する AlorStarの町から約 3.5マイル

の地点にあり,私は単車で通っている｡Alor

Star は MudaRiverIrrigationProject

の恩恵を受けて,ここ数年の問に飛主醒的に都

会化 してきている町である｡ 町の中央に立派

なモスク (寺院)が建ち,金曜 日や祝日には

多 くのマレー人が礼拝にやって来る｡最近 こ

のモスクを中心に,高層建築のホテルや銀行

が相次いで完成 し,また新 しい学校等も建て

られた｡ しかし一歩町から離れると 目前に

は, 広大な Perlis-Kedah海岸平野が横た

わっている｡ そして所々にココ郁子に囲まれ

た Kampong (村) があり, 水稲栽培より

得 られる収入のみで生活 しているマレ-人の
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質素な農家が散在する｡マレーシア政府が莫

大な資金を投下 し,MudaSchemeを実施 し

ている目的は,同地域の二期作化による国内

の米 自給率 100%達成 と同時に,マレーシア

最大の米作地帯である Kedah,Perlis両州

の農民の生活向上にあるといわれている｡現

在同 Schemeは着々と進行 しており,Perlis

および北部 Kedah州では濯概排水路完成に

伴い1970年 2月よりオフ ･シーズン作が開始

された｡

Muda RiverIrrigationProject

の概要と観察

現在マレーシア政府はKedahおよびPer-

1is両州 にまたがる米作地帯 261,204acre

(農家数46,900戸)の二期作化を1973年 7月

完成の 予定で この2月より実施 している｡

濯概排水路の建設の関係上,1970年度のオフ

･シーズン作実施地域は Perlisおよび北部

Kedah州の約 130,000acreで, この数値

は,全 MudaSchemeAreaの約50%に相

当する｡ ところで水の供給方法であるが, 日

本の箆島,大成両建設会社の合弁によって完

成された Muda,Pedu両ダムの うち,まず

雨季の間に Mudaダム (コンクリー ト･バ

ッ トレスダム 堤高32m,堤長2301n)に貯水

写真 1 Mudaダム (コンクリート･/ミットレ
スダム)
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された水は4.5マイルにわたるSaiongトン

ネルを通過 し Pedu ダム (ロックフィルダ

ム,堤高 60m,虎長 200m)へ送 られる. こ

こで 再び貯水された 水は 稲の生育に 応じて

Drainage and Irrigation Department

(DID)の管理下で放水されるのである｡ こ

写真2 Peduダム (ロックフィルダム)

写真3 Peduダムよりの放水O自然河川を利
用して幹線水路に入る｡

の濯モ既水は自然河川を利用して約20マイルほ

ど流下 し, Pelbang頭首工から幹線および

支線擢潰水路を通って水田に入る｡ しかし事

業費約 270億円を投入しての二期作化も開始

された当初は色々と問題が生じ,最初予定 し

ていたダムよりの放水もかな り遅れた｡ これ

は一部の水田で前作の刈取 りが遅れたことに

原因するが extensionworkがもっと徹底

しておればという声もあったようだ｡また,

この projectareaには末端濯概排水路がな

く,支線水路から次の支線水路まで 1マイル
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もあり,その間の水田への水供給は畦畔の一

部を開 くことにより水を導入する掛け流 し濯

弓既方式である｡ そのため, 1マイル区間内の

乾燥状態にある全水田が充分催涙されるのに

約30日かかるといわれている｡ 一方,proj-

ectarea 内の水田土壌がほ とんど重粘土で

あるため水管理,特に排水が極めて困難であ

る｡ 事実,オフ ･シーズン作の収穫も湛水状

態の水田で行なわれた｡そのはか,乾季作に

おける収穫期が雨季に当たるので粗を乾燥さ

せるための dryerが必要 となるが, この件

に関してはすでにこの 6月に数台設置 されて

おり現在始動 している｡Project開始当初,

問題点と されて いたのほ, 前述 した ように

乾季作の 湛水下に おける収穫作業 と雨季作

(mainseason)を控えての 30cm 以上も

ある稲の切株の処理であった｡後者に関して

紘,雨季作の場合,風を利用 した焼却法が採

られてきたが,乾季作では収穫期が雨季に当

たるため, この方法は不可能である｡ Muda

Agriculture Development Authority

(MADA)は解決策 として トラクターの導入

を行なった｡その結果それほど困難 もなくこ

の間題は処理 された ようで ある｡ もっとも

Buffalo(水牛) を使った昔ながらの方法で

耕作 した農家も多かった｡一方,前者の湛水

状態での煩わしい収穫作業については,収穫

期が雨の激しい時期にあたらぬよう生育 日数

の短い品種を用いた作季移動が考えられてい

る｡ こういった問題のあるなかで直接農家 と

接触しているのは Farmers'Association

(以下 F.A.と略する) である｡ この F.

A.ほ Extension,Credit,Economyそれ

に Accounting の4部門から成っており,

このうち CreditServiceについては, 農

家はローンに対する支払い 手段 として 収穫

後の padi(栄)を用いるシステムになってい

るのが興味深い｡ また, 一つの F.A.には

generalmanagementを担当する agri-
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culturalassistantが一人 と上記の各 ser-

vice 部門に4人の junior agricultural

assistantが一人ずつ配属されており, 将来

Muda SchemeArea 内の27カ所に F.A.

の建設が予定 されている｡一万,同Scheme

の主要機関 として Telok Chengai Rice

ProductionandTrainingCenterの活動

も見逃せない｡ 現在,同農試は Perlis,Ⅰくe-

dah両州の水稲二期作化に伴 う増収のための

新 しい栽培技術,特に稲の肥料反応に関する

写真4 TelokChengaiRiceProductionand
TrainingCenter

研究を行なっている｡ また, Mudaダムが

完成される以前 より両州に散 らばる数カ所の

pilotplotにおいて二期作用適性品種の試験

を行なってきた｡そして奨励品種 として選抜

されたのが PadiBahagiaである｡ しかし

この優良品種も肥料効果 として草丈が高 くな

り倒伏 し易いことと,耐病性の弱いことが原

因で 目下 これに 代わる新品種 として短梓の

C4-63あるいは IR20,IR22等が検討されつ

つあるといった状態だ｡そのほか,最近同島

試に隣接 して建てられた Farm Mechani-

zationTrainingCenter(FMTC)もすで

に活動を開始してお り Kampong より若者

達が農業機械の講習に集まって来ている｡ こ

の FMTC は,1)SchemeArea内の農民

に対する機械利用のための訓練,2)MADA

の要請に応じて transportation を供給す

る, 3)F.A.の要請に応じて機械修理を施

チ, 4)新 しく導入される機械についてのテ

ス トを行なう, という四つの目的から設置さ

れたものである｡ このようにMudaScheme

は, 目下着々と実施されてお り,政府も二期

作化に伴 う同地域の農民の生活向上に大きな

期待をかけている｡ というのは,これまで乾

季の間,農民達は産業の発達 していないこの

地で臨時の職を見つけるのも難 しく,稲の収

穫が終わると他州へ行ってゴム園の Tapper

として 働いた り, 漁船で 沖へ出て 漁をする

か, あるいは 家に残って 家畜の 世話をした

り,マッ トやバスケッ トなどを作って収入を

得るぐらいで,また, これ といった仕事もせ

ず 無駄に 時間を 浪費する者も多くいたよう

だ｡要するに,彼 らは雨季作の出元いかんに

よって働いていたようである｡

以上,MudaSchemeの概要を述べたが,

さらに追述 したいのは今後の同 Scllemeの

成否は extensionworkの充実 と地区内に

末端潅漑排水路が建設 されるか否か･こかかっ

ているということである｡

前述 したように Kedahでの二期作はすで

に実施 されつつあるが,現在行なわれている

extensionworkについてみるとFarmers'

Association の下に small agricultural

unitと呼ばれる小単位の農家 (複数〕group

があって, ExtensionService部門 を担当

している junior agriculturalassistant

と話し合いの場を持っている｡ また農民が直

接 F.A.に問題を持ち込んで くる場 E_･T, 過

当な ア ドバイス を 与えてお り, 直接農家を

廻ることも ある｡ しかし保守的色彩の 強い

Kampongでは古 くからの慣行的な末打藷を行

なうのが普通であり,政府の奨励 している新

しい栽培法も教育水準の低い農家では受け入

れる余地がないのであろうか,古い苗を用い

て田植を行ない薬剤や肥料でさえ施 さない農

家もある｡ そして若干では あるが Scheme

に参加 しない農家 もある｡ こういった 背景

のもとに Kampong をまわる extension
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workerの今後の一層の活躍 と同時にexten-

sionworkerの人数の増加が期待される｡
i

次いで栽培的見地からみた場合の末端濯概

排水路建設の必要性である｡ ここ Kedahの

水田は作土層がせいぜい 10-15cm であり,

それ以下に なると全 くの重粘土壌 である｡

末端水路のないこれらの水田ではmainsea-

son については激しい 降雨のため排水が出

来ず,若い稲が冠水することも稀でなく,せ

っか く施した肥料や薬剤も流亡することが多

写真 5 支線水路｡この水路と次の水路までの
距離が約1マイルある｡

い｡また ofFseasonについては水供給の方

法が掛け流し方式になっているため支線水路

問の1マイル区間内についても土地状況によ

ってそれぞれの水田の水要求量が異なってく

る｡ それに Schemeに参加している農家が

必ずしも政府の奨励する栽培法に従っていな

い例もあり, 田植時期が違った り, 収穫期

が揃わなくなった りして水管理も非常に困難

を極めるのである｡ 今回のオフ ･シーズン作

に関しては,部分的には DID からポンプに

よる水の供給および排水が行なわれたが,畦

畔が狭 くかつ水路から遠 く離れたところでは

さらに問題が残ると思われる｡ 8月下旬から

10月上旬にかけての収穫作業も湛水状態で行

なわれたように,水は獲得出来ても排水は出

来なかったのである｡ Kedahの水田土壌が

重粘土質であること,このことが水管理の問

題をいっそう深刻にしていると考えられる｡
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MudaScheme尭成後における西マレ

ーシアの米消費事情についての展望

ここで MudaScheme完成後の西マレ-

シア (Sabah,Sarawakは東マレーシアと

する)の食糧事情,特に米消費事情について

考察した 場合, 次のような推論に達する｡

1970年発布のマレーシア農務省統計によると

1968年の西マレーシアの米 自給率は77%で,

残 りの23%は輸入米に依存している｡ 一方,

Muda河地区が完全に二期作化される1973年

度に見込まれる米の生産量を人口との関連に

おいてみると,その消費状態は表 1のごとく

なろう｡すなわち最近 7カ年問 (1762-1968

午)に人口が毎年前年度の3%の割で直線的

に増加していることから,今後も大した変動

がないと考えた場合,1973年度には西マレー

シアの人口は10,300千人に 達する ことにな

る｡ また1000人当 りの米消費量は1965-1966

年にかなり低下したものの,その後次第に増

加 している｡ 表 1より過去 7カ年間の1000人

当 り米消費量の平均値 117.1トンを使って19

73年度の総消費量を予想すると1.21万 トンが

得られる｡ 次いで1973年度の総生産量につい

て予想してみると,まず作付面積は現在進行

中の Kedah,Perlis両州の Muda地区 (26

万 1千エーカー)とKelantan州のKemubu

地区 (4万 8千エーカー)の二期作化によっ

て計 149万--カーになる勘定である｡ とこ

ろが収量についてみると,近年オフ ･シーズ

ン作の単位面積当 り収量が表 2のごとく,マ

レ-シア最大の二期作地域である Kedah州

で低下の傾向があり, また Kelantan州に

おいても1968年はかなり高い値を示 したが,

それ以後の収量が極めて低かったため,過去

7年間の単位面積当 り収量の平均値はそれぞ

れ0.701トン/--カーと0.665トン/エーカー

と低い｡もしこれらの平均値を用いれば1973

年には Muda,Kemubu両地域でのオフ ･

シーズン作完全実施により合計21万 5千 トン
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表 1 西マレ-シアにおける人口増加と米生産

1 -- 管 ,61/,6 2 ,6 2 ,,63 ,63 ,,64 ,64,,65 ,65,･66 ･66/･67 ･6 7/･68 1 9 73

A

人 口(百万人) ; 7･494 7･TOT T･923 8･157 8･415 8･655 8･915 10･3341)

描 留意 ト,9, , 119･2 134･5 125･4 114･6 10319 1,J9･2 114･2 117･22)

1

自 給 率(%) . 68 62 60 72 76 70 7 7 82

1

作(皇二萱草 二 977,290 990,730 990,6501,039,9801･053,3801,OST･3501,182,500 1,491･5003)
綜生産量(ト/)･ 605,360 647言30 59 1,560 677,390 666,900 659,110 7 80,000 994,81 14)

l

注 *マL/-シア農務省推計 年330/増として計算
1)年3%の増加を見込んで算LLi
2)過去7年間の平均値 (1961-1962から1967-1968)

3)Kedah州の Muda地区と Kelantan州の Kemubu地区の両港叔計画地区の合計直情309,000
--カーを加算 (陸稲も含む)

4)Muda,Kelantan地区の収量予想は, それぞれ Kedah州,Kelantan州における遇去7年間
のオフ･シーズン作の平均単位面積当り収量にそれぞれの二期作itlif積を乗して合計したもの

なお,米のillL潰量および生産量は圭て精米にして換算
Source:SfafistzlcalDl'gesf,WestMalaysia,

の生産増加が見込まれることになる｡.また,

この数値に1967-1968年の総生産量78万 トン

を加えると1973年度の総生産量は99万 5干 ト

ンになることが予想 される｡ すなわち,1973

年には 人口 を考慮 した場 合依然 として21万

5千 トンの米不足 とな り, これは1968年度の

米輸入量にはば相当する数値で, 自給率はな

お82%前後に滞ることを示 している｡ そこで

1973年度にこの不足分である21万 5千 トンと

いう数値を得るために必要な作付面積を算出

1970

してみると,仮に1968年の西マレーシアの平

均収量0.701トン/--カーを用いると,なお

も30万 2千--カ-の作付面積が必要 となる

のである｡

これまでに述べた値は全て両 Schemeが

計画通 りに成功 した場 合を想定 して算出され

てお り,Schemeに参加 しない農家のあるこ

となどは無視 している｡ すなわち1970年の第

1回 オフ ･シーズン作が 終わった 時点での

Muda Scbeme については第 1次二期作予

表2 Kedah,Kelantan両州のオフ･シーズン作における単fTi面積当り収量 (籾米)

単位 :ガンタン′--カー

-- 年 1962 ,63 ,64 ,65 ,66 ,6: ･68

西マレーシア全体 374 396 369 418 423 412 431
(0.701)

Kedah

Kelantan

451 39j 354 463 492 4i;子 416

474 431 386 384 359 381 436

平 均

408
(0.663)

431

(0.701)

409
(0.665)

荏 ()内は精米に換算,単位は トン′′′エーカー｡615ガンタ ン 粗 末 -1トン精米｡

ただし西マ-L/シア全体で.三オフ･シーズン米,およ び メ イン･シーズン米と陸稲を合んでいる｡
Source:表1に同じ
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定地域約10万エーカーのうち9万エーカーに

水が入 り,実際に稲が作付けられた面積は推

定 8万 3千ユーカ-であった｡ これは約7000

エーカーの土地がなんらかの理由で作付され

なかったことを示している｡ 一方,稲の栽培

期間中に早魅や洪水等の天候異常による被害

が毎年のようにあり1967-1968年における被

害田は作付面積に対しメイン ･シーズン作,

オフ ･シーズン作でそれぞれ5.6%と1.3%

であった｡ こういったことを考慮に入れると

MudaSchemeの 完成する1973年度には,
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米の完全自給の達成は,まだ難しいように思

わざるを得ない｡

以上より,今後の米増産への期待は作付面

積の増加とオフ ･シ-ズソ作における単位面

積当 り収量の増加,さらには二期作用品種の

育成をも含めた栽培技術の改善およびexten-

sion work の充実にかかっているとみてよ

いだろう｡

Source:SiatisiicalDigest,1970,West

Malaysia,MinistryofAgriculture

andCO-Oparatives.



イ ン ドネ シ ア 地 質 事 情

金 山 清 一*

I ITBおよびその他工学教育機関

イン ドネシアにおける地質学教育機関とし

てほ, バン ドソ工科大学 (ⅠnstitutTeknO-

logiBandung,通称 ITB)の鉱物工学部,

ガジャマダ大学工学部地質学科そしてパジャ

ジャラン大学自然科学部地質学科の3機関が

その中心 となっている｡ とりわけ ITI弓はそ

の歴史 と業績から,この国における地質学界

の中核をなしている｡ 地質学教育機関を紹介

するに先立ち,地質学をも含む工学教育機関

の沿革を記してみよう｡

いわゆる イン ドネシアの工学教育は1920

午, オランダ植民地時代の工業学校 (Tech-

nischHoogeschool,TH) の創設にその源

を発 している｡ THは 西ジャワの農園所有

者が 農園経営 のための 主に 土木技術者の必

要から/ミソ ドンに創設 したもので あった｡

その後 しばらく, この TH はバン ドソ近郊

の農園主の財団に握られていたが,オランダ

植民地政府の 植民地 政策強化の ため,1924

午,政府に移譲されている｡1942年から1945

年までの日本軍占館時代は,THはその名を

Kogyo-Daigakuと変更させられたが,日本

軍の降伏の後この名も消滅した｡1945年から

*京都大学大学院 (資源工学科)

1950年まではオランダの再占領時代であり,

THは独自にその経営を維持することができ

ず,Universiteitvanlndonesiaの工学部

として合併させられた｡イン ドネシアの主権

が認められて以後も,この学部はイン ドネシ

ア大学の工学部を形成しっづける｡さらに理

工学方面に生じた発展開花のためにインドネ

シア大学から独立する必要に迫られて,1959

年 3月2日, イン ドネシア大学の工学部 と

自然科学部の分離 という形で ITBは誕生し

た｡当時は土木学部ほか3学部であったが,

まもなく現在のような7学部に発展した｡

一万,オランダ再占僚当時の首都ジ三グジ

ャカルタでは,THの卒業生が中心 となり,

1919年高等工業学校 (SekolahTinggiTek-

nik,STT)が創設された｡この STT は発

展に伴い,国立ガジャマダ大学に合併され,

ガジャマダ大学工学部 となった｡

現在,上記2大学のほか,工学部を有して

いる国立大学は次のようである｡ ディポネゴ

ロ大学工学部 (スマラン), スラバヤ工科大

学,-サヌディソ大学工学部(マカッサル),

北スマ トラ大学工学部 (メダン)そしてイソ

ドネシア大学工学部 (ジャカルタ)である｡

一方,私立大学関係ではパラヒヤガン大学工

学部 (バンドソ)などがある｡

次に,私の留学 している現在の ⅠTB には

7学部21学科が設置されてお り,その内容は

次のとおりである｡

1)MathematicsandPhysics

･Mathematics ･Physics ･Geopbys-

icsandMeteorology･Astronomy

2)ChemistryandBiology

･Chemistry･Biology･Pharmacy

3)CivilEngineering

･Civil Engineering ･Hygienical

Engineering･Geodesy

4)MechanicalandElectricalEngine-

ering
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･Machine ･ElectricalEngineering

･ⅠndustrialEngineering

5)PhysicalandChemicalEngineering

･PhysicalEngineering ･Chemical

Engineering

6)PlanologyandArtsEngineering

･Architecture･ArtsEngineering

･Planology

7)MineralEngineering

･Geology･Mining･Petroleum

1971年 3月現在,学生総数約 6千人 (内女

子約 1,200名)で毎年約 800名の新入生を受

け入れ,約 500名のInsinjur(Ir.工学修士)

を送 り出している｡ 教職員一覧は Table1

をこ示す｡

大学長に Biologistの Prof.Dr.Tisna

Amidjajaが就任し,15名の教授と8名の教

授待遇をはじめとし約400名の教官スタッフ

から成っている｡

イン ドネシア工学系教育機関の中では最大

規模と内容を誇っているためか,外国からの

留学生,特にマレ-シアからの留学生が多 く

＼一､､､
iiZ'iiZ! 1

芸部霧 よ罵＼＼J教
数

土
物
化
機

9巻1号

現在 125名の多きに逢しており,すべての学

科に平均して散らばっている｡

1959年 ITB となって以来,9名の工学博

士が誕生し,その内訳は地質学関係4名,敬

学関係3名,薬学および生物学関係がそれぞ

れ 1名 ずつとなっている｡ 彼らの 大半は現

荏,教授および助教授として後輩の指導に当

たっている｡ はかに,約30数名の工学 ･理学

博士はいずれもヨーロッパ,アメリカでその

博士号を取得している｡

II ITB鉱物=学部地質学科

私の在籍している ITB地質学科は,毎年

30名の新入生と15-20名の卒業生が見込まれ

ており,学科学生数約230人の ITB の中で

は小じんまりとした学科のひとつである｡

この学科の卒業生は,火山,堆積物,地球

物理,地下資源などの諸分野に対して地質学

的解釈をほどこし,またその基礎調査を行な

い得る能力を有するよう教育されている｡

この学科の教育課程中特徴的と思われる点

を列挙すれば,次のとおりである｡

Tablel バンドソ工科大学専任教職員一覧

教 官*
.･･F'':.I_.Jl_ 山 ,LfUご 講 仙 IIJ.満州 .-J Jr-A 111.･,'r･

･{･･:･射 l:･ ･1 - - tJ ll T

理
学
械

工
工
電 気 ∃ 2 ; 5 1

計 画 ･美 術 ! 1 11
化 学 ･生 物

鉱 物

本 部 事 務

一 般 教

案 事

ワ 1 17

1 ! 1 4

11
9 9

1 1

小 計と 15 8 52 L 75

*それぞれの役職名は次の通りである
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(1971年3月1日現在)
教授-GuruBesar 教授待遇-GuruBesar(Pegawai-utama･madija) 助教授-LektorKepala
講師-Lektor 準講師-LektorMadija,LektorMuda 助手-AsistenAhliMadija 準助手-
AsistenAhliMuda
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(1)4学期問(2年間)を終了して,基礎教

育科 目,すなわち数学,物理,化学などの単

位取得者には SardjanaMuda(学士)の称

号がLj-1えられる｡(2)第 2学年の終 りの約 2

週間の野外研修は,ジャワ島,スマ トラ,カ

リマンタンその他の重要な地域での地質プロ

ジェク トに参加しなければならない｡(3)第

3学年の終 り6週間は野外調査の方法を習得

し,必要な器材を用いて地質図を作製する｡

この研修は Kebumen(中部ジャワ)にある

野外実習地で行なわれ,それぞれの専門家に

よって指導される｡(4)第 3学年を終了した

学生は原則 として常に地質調査所 (後述) と

連絡を取 り,政府の諸計画,すなわち地質図

作製,地下水調査,鉱物探査そして地質工学

などの諸計画に参加する｡(5)10学期 (5年

間)を終了して,すべての教育単位を取得 し

た学生は最低 3カ月の野外調査で,イン ドネ

シアの一つの地域の地質図を作製 し,室内実

験を経て論文を提出し,ここですべての教育

は終了する｡ 論文提出者には Insinjur(工

学修士,Ir.)の称号が与えられる｡ 以上いず

れもイン ドネシアの国土開発 という冒標に向

かい,政府･の諸計画 と協同していることが伺

がわれ る｡

次に例 として第 9学期のカリキュラムを示

せば次のとおりである (必修科 目のみ)0

1)Petrographyofsedimentaryrocks

2)Geochemistry3)Petrographyofcry-

stallinerocks 4)Non-metallicdeposits

5)Engineeringgeology6)Mineralequ-

ilibrium 7)Mineralresourcesinlndo-

nesia8)Microscopicobservationofores

であり,選択科 目として, この他に Volca-

nologyoflndonesia,Structuralgeology

oflndonesia,StratigraphyofIndonesia

などの講義が行なわれている｡こ/ilLらの講義

は通常午前中に行なわれ,午後はこれ らの講

義 と対になった実験示施されている｡学生は

実験の報告書作製や講義から派生する文献の

下読みにかなり追いまくられている現状であ

るっ

次に, イン ドネシア学生 一般に 言えるこ

とであるが,学生生活が経済的に苦しい こと

もあって,何 らかのアルバイ トをと考えてい

るが,適当なアルバイ ト先もなく,また大学

で追いまくられる生活には時間があっても精

神的な余裕がないので,何 となく一つ二つの

講義を受け,入学以来9年10年 と経た学生が

目立つ｡ ITB は昨年まで学生の在籍年数制

限がなく,このことも長期在籍の学生増に拍

車をかけることになったと思われる｡しかし

1971年宴の新入生から2年以上の遅滞は認め

られな くなった｡ このほか,特に講義では高

安な内容を教授しているにもかかわらず,工

学系大学 と しては 致命的な 実験設備の 三千閑

辛,教官が種々の政府プロジェクトに参加す

ると半年あるいは 1年間全 く講義が.行なわjL

ず,学生がつんぼ桟敷に置かれるとい うケー

スがあり, ITB は学生, 大学の双方から,

大きな体質改善が叫ばれている｡ ここで地質

学科の主な教授陣を紹介すると

Prof.Dr.∫.A.Katili; Structural

tectonics

Prof.Dr.S.Sartono; Stratigraphy,

Paleontology

Dr.Sampurno;Economicgeology,

Engineeringgeology

Dr.OngHamLing;Geochemistry,

Photo一geology

Dr.RubiniSuriaatmadja;Economic

geology,Petrography

Dr.班.D.Tjia; Dynamicalgeology,

Geomorphology

Drs.SoekendarAsikin;Structul･al

geology,Appliedgeology

Drs.M.T.Zen;Volcanology, Geo-

physics
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Dr.P.Koesoemadinata;Petroleum

geology

Drs･Harsono;Micro-paleontology

Drs･SoejonoMartodjojo; Stratigra-

phy,Paleontology

Ⅲ 地質学調査研究機･開

イン ドネシアにおける地質学調査研究機関

としては次の三つの機関が挙げられる｡

1)地質調査所 (DirektratGeologi)

2)国立地質学および鉱山学研究所 (Lem-

bagaGeologidanPertambanganNasio-

nal,LGPN)

3)ITB鉱物工学科

1)地質調査所は政府鉱山省 (Departemen

Pertambangan)の中の3部門,すなわち石

油 ･天然ガス局,鉱山局および地質調査所の

一部門を形成 しており,バン ドンにその地質

博物館と同じ建物に盾している｡ 地質調査所

の沿革はそのままオランダ植民地時代,独立

戦争時代を通じたイン ドネシア地質調査の沿

革を表わしている｡

1850年にオランダ植民地政府は鉱山事務局

(DienstvanbetMijnwezen)を創立し,

組織的な地質調査 と探鉱活動の曙を印し,揺

来の地質調査所の基礎を造った｡Mijnwezen

の貢献は1902年～1922年の問のジャワ島以外

の地域の 開拓と鉱物探査 開発に 見られる｡

1922年にこの事務局は鉱山局 (Dienstvan

denMijnbouw)に昇格し,ジャワ島以外の

地質鉱山活動は MGO (Mijnbouwkundig

GeologischeOnderzoekingen,Miningand

GeologicalInvestigation)と呼ばれ,その

報告が発行された｡MGO は数々の鉱床すな

わち石油,石炭,金,級,ニッケル,アル ミ

ニウムの鉱床を発見した｡1926年からは学術

的地質学調査の拡大が見られ,系統的な地質

図作製が南スマ トラ (1927-1931)やジャワ
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良 (1928-1941) と西カリマンタソで進めら

れた｡1920年以来,鉱山事務局は火山調査を

も含めてその調査を行ない,その目的は観測

と警告を完備 し,火山災害を防 ぐことにあっ

た｡1929年の第4回太平洋学術会議は現在の

バン ドンの地質博物館で行なわれた｡ ここの

アカデ ミック ･スタッフはこの年に最大に達

し (博士,修士 37名)その後,減じている｡

1932-1938年は世界的な経済危機の年であり

地質鉱山調査は資金の欠乏から急激に減じて

ゆき,MGO の mappingもジャワ島以外は

停止された｡1939-1942年の間はわずかに経

済的回復が見られ,鉱山探査にその活動の跡

を印している｡ このオランダ植民地時代の出

版物は "JavasheCourant"の政府刊行書と

して 出版された｡ 地質学の 完全な報告書は

NaturkundigTijdschrifiDoorNederlandi-

schZndie'に見られる｡1872年以来鉱山事務

局は年次報告 JaarbockvanheiMijnuJezen

vanNederlandsch(Dost)Indib'を出してお

り,1900年代前半に得られたイン ドネシアに

関する地質学成果は,Brouwerの Geology

ofikeNederlandEastIndies(1925)i

Ruttenの Voodarachtenoverdegeologle

vanNederlandischeOosiZndiB'(1927)に

著わされている｡

1942年の日本軍によるジャワ島占領で鉱山

局 (DienstvandenMijnbouw)は解散 さ

せられ, 日本名 Kogyo-zimushoの名で調査

活動を再開し,●後1943年 Chishitsu-chosajo

と改称した｡主な業務は mapping,火山学,

製図部門がわずか3人の日本人専門家でなさ

れ,この時の活動は BulleiinoftheEast

IndianVolcanologicalSurveyforthe1949

(Bulletin,No.95-98)に見られ,その日的

は急を要する鉱石,鉱物の探査に向けられた｡

1945年の日本軍の降伏に伴い,イン ドネシ

アの独立が宣言され,Chishitsu-chosajoの

名はイン ドネシア共和国鉱山および地質調査
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本庁 (PusatDjawatanTambangdanGe-

ologi)と改称された｡

この調査本庁はオランダ植民地軍 との独立

戦争のため,バン ドン,タシクマラヤ (西ジ

ャワ)を移動し,1947年 5月には,その本庁

をマグラン (中部ジャワ)に置いた｡1917年

12月この調査本庁は経済省に包含され,マ ク

ランからジョグジャカルタへ移転 した｡この

間の実際的な活動は一部の地質構造解明をF,'ff

いて皆無であった｡ この独立戦争にもかかわ

らずオランダ植民地政府は1948年12月,植民

地化を再開し,戦前の鉱山局 (Dienstvan

denMijnbouw)を再設 し,ジャカノンクに主

所を, バン ドンに支所を設置 した｡ 19i9年

VanBemmelenはこの時点までのイン ドネ

シアに 関するすべての 地質学 論文を 集めて

GeologyofIndonesiaの大著を著わした｡

1950年 8月17日に単一のイン ドネシア共和

国が再建された時,二つの系列の調査所は本

庁をジャカルタ,支所をバン ドソに統一され,

その名を鉱山調査所 (DjawatanPertam-

bangan) と改称 された｡ 同じ頃 イン ドネ

シア大学のバン ドンの理学部 (ITB の前身)

に地質学科が設立され,そこの卒業生が現在

の地質調査所の研究スタッフとして貢献して

いる○

その後,地質調査所は経済省や工業省に包

含 されていたが,現在は鉱山省に所属してい

る｡ 現在 Drs.Johannasを所長 とLTable

2のような鞍構を有 している｡

この地質調査所の主 目的は 地質 mapping

であ･'),それはまた,天然資源探査や地下水

調査である｡ その他 火山観測をも含んでい

る｡ 戦前の活動は植民地宗主国の必要を満た

すため鉱物資源の探査 と鉱山調査にその活動

の重きが置かれたが,現在は政府のプロジェ

ク トと連係し,イン ドネシア建設の重要な役

割を言寅じている｡

t
[0
ト
U
凹
tZtG

V
iS
H
N
O
O
N
l
h
0
A
U
A
t
[ftS

I
V
U
iLJ
O
rI
O
凹
fJ
'B
u
!u
喜

50
7tu
au
a
D
a
ll:1
0
も
J
!C
t

■sa
u
!LV
J
O
jtJ
蔓
u
!言

tj膏

u
oi)
u
Z
J
O
JtOA
J
nS
ILTD
芯

0
10
OIJ
a
tlこ

O
]J
LJL13
u
O
〓
tZZ!
u
替

0

N

J
L
tL
t!J
L

ト
V
ZtIV
ト
凹
t
L
U'A
S

O
t
IV
O
g

rt
V
I
出
O
L
tG
凹

U
O
コ
U
a
S

B
u
tu
u
tZtd
S

a
U
!̂
1
a
S

Ltu
au
a
L)
u
O
〓
U
a
S

a
U
u
t2U
!h

u
O
!1
U
aS

lau
u
O
S
l
ad

u
o
二
UaS
u
O
!tt210
1d
x
凹

S
t

t21
a
u
!M
2P
B
u
!J
a
au
!B
u
凹
I

u
o
!]u
as
S
o
二

ーTTJG
Sa
UJ
n
O
Sa
tI
J
a
一tZ≧
r-

uoエ
リ
as
A
B
otoI
P
j(
fl
o
at)1

u
O
コ
U
a
S

JtB
o
10
aD

B
u
tJ
a
a
u
!B
u
H
1

N
O
ZS
Z
A
IG

A
D
O
.I
O
t(a

･
A

H
O
3
5
79

D
N
ItZH
E
N
ZD
Z
凹

U
O
!]U
a
S
u
O
!Tt2U
!tq
n
d
I

uO
!
]U
aS

u
O!]tZJu
a
tu
n
U
O
O
-

J(10
一
tu
O
q
t:i

Jt･t]S!u
Ta
q
U
S
】t:J
a
U
!M

-
_̂I

Io
Jt:10
(lt:rI

i(B
o
to
Ju
o
al
t
:

d
-

J(1
03tu
O
q
t21

A
B
o
ltZIa
u
!M

25)i(Bo10
1
1
ad
I

N
O
ZS
IA
IG
N
O
tL
V
L
N
凹
せ占

･n
U
O
G

7P

A
出
0
ト
V
出
O
q
V

J

u
O
!
]U
a
S
tP
l
t
:

a
S

･att
ltZ3
tB
o
LOU
tZ3
t
O

A
-

u
O
tJU
a
S
U
O二

･t:̂
1
a
Sq
O
tt:3
!B
o
to
u
tZU
10
A
-
N
O
-S

I)
A
le

I
V
U
t5
0
rt
O
N
V
U
1
0
A

u
o
コ
U
aS
i(1T
S
一
u

T

aq
U
O
a
D
I

U
O
〓
U
aS

q
3J
t:a
Sa出
Tt2
3
!S
A
q
d
o
a9
-

u
O
二
3
a
S

U
O
二

･T:10
Td
x山

一tZU
tSALt(Io
a
u
-

u
O
!tU
a
S

S
la
n
h

ld
J
au
!せ占
7S)
U
m
t:]a
u
T
U
O
N
-

u
O
!]
UaS

S
tt21au
!1.言
U
ご
ltZT
a
.言
-

N
O
tS
tA
tG

N
O
IL
V
tr
O
rld
X
H

uOコ
U
aS

L蒜
0

10a
U

O一O
qdI

u

o!3
3
a

S
B
u
td

･
d
t!言

U〓
tZ
uZa]S
J(S-

uOt}U
aS

B
u
tdd
t2
m
l
t
:

uO!B
att-

N
O
i
S
t

A
t
G

DNtddV
S
H

169



東南アジア研究

2)国立地質学および鉱山学研究所

(LembagaGeologidanPertambangan

Nasional,LGPN)

この研究所は1963年 9月にイン ドネシア学

術会議 (MadjelisllmuPengetahuanIndo-

nesia,MIPI)の一部門として設立されたが

後1967年8月このMIPIが大統領直属で内閣

と同列の国立科学研究所 (Lembaga llmu

Pengetahuan lndonesia,LIPI)に昇格し

て以来,現在まで LIPIの一部門を形成して

いる｡ この LIPIには自然科学関係3部門,

科学技術関係 6部門そして社会科学関係 2部

門があり,これら関係部門はそれぞれ,ボゴ

ール,バン ドソそしてジャカルタに集められ

ている｡ この LGPN を含む科学技術関係部

門は,他に化学研究所 (LKN),物理研究所

(LFN), 金属研究所 (LMN), 機械研究所

(LIN),電気研究所 (LEN)があり,ともに

バンド./の北部の同じ建物に集まっている｡

この LGPN 設立の主旨は,地震予知に関

する研究,火山爆発に関する研究,地磁気図

の作製,鉱物資源地図の作製および熱帯下に

おける岩石分解および風化に関する研究など

にその特色が見出される｡

この LGPN の所長は ITB の Prof.Dr.

Katiliが併任し,その下部には地質学課,鉱

山学課および石油課の3課が設けられ,それ

ぞれ純粋な地質学的な主題から鉱山石油関係

の応用工学的な主題で研究がなされており,

その主要な活動は BulleiinofNationalZn-

sliiuteofGeologyandMiningBandung

(後述)に発表されている｡

Ⅳ 地質学関係雑誌および出版物

先に述べた3研究機関はそれぞれの学術枚

閑誌を発行しており,鉱山省地質調査所はオ

ランダ統治時代の鉱山局 (Dienstvanden

Mijnbouw)から引き継がれた Bldleiinof

ikeGeologicalSurveyofIndonesia,Annual
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ReportoftheSurvey,BulletinofikeVol-

canologicalSurveyofZndonesiaの3種の

出版物を有している｡ しかしこれらの出版物

はそれぞれ,1964年,1961年,1961年を最後

にし,現在に至るまで発行印刷されていない

(予算不足,種々の理由による活動の渋滞)0

なお, Economicgeology関係の探査あ

るいは基礎的な資料として, 地質調査所 か

ら Technicalpapersが発行 されているっ

(Table3参照)

これら出版物の多 くは1965年以前に発行 さ

れたものであり,近年の発行になるものは未

だ見られない｡なお,この地質調査所には,

Economicgeology関係を中心として野外調

査に基づく近年 (1958-1970)の未発行報告

および論文約 150編が保管されているが,コ

ピー設備のないこと,保管が各々の関係部所

で行なわれていることおよび部数がごくわず

かであるために,その利用が限られているの

は残念である｡

次に LGPN は1968年 8月より現在までそ

の学術誌 Bulletinof Nationalhstituieof

GeologyandMiningBandung を合計5分

冊発行し, 約20編の 研究論文を掲載 してい

る｡ その内容は構造地質学のものをはじめ,

火山あるいは地球物理 ･地球化学的なもの,

Economicgeologyのものなど多岐にわたっ

ており, この国の おもなる地質研究機関が

1965年以降その学術誌を発行 していないだけ

に注 目される｡ しかし論文の筆者の多 くは応

援に来ている ITB のスタッフからなり,こ

の研究所専任の研究者の名は稀である｡

ITB鉱物工学部はその学術誌 Coniributio71

fromtheDepartmentofGeology,ITB を

有し,イン ドネシア大学内に地質学科が創立

されて以来現在まで,No.63(1966)を発行

し,地質学関係の多岐にわたる研究業績を発

表 している｡ これはまた,地質学関係教育機

関発行のこの国唯一の学術雑誌でもある｡
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Table3 ListofTechnicalpapers

a)GeneralGeologyseries

l.S.Sartono, ThestratigraphyandsedimentationoftheeasternlT10StpartOftheGunung
Sewu(EastJawa).

b)EconomicGeologyseries

l.JuliarThaib, TanadiatomeadiIndonesia(Diatomacuousearthinlndonesia).
2･R･F.Johnson& Rab. Sukamto,CavedepositsofphosphaterocksincentralJava.

3･SoetarjoSigit, PenjelidikangeologiterhadapendapanbatubaradidaerahSungup-Sela-

ro,sebelahPulauLaut(GeologicalinvestigationsofthecoaldepositsoftheSungup-

SelaroregioninthenorthpartofPulauLaut,SoutheastKalimantan).
4.Johannas, DolomiteinIndonesia.

5.SoetarjoSigit, PenjelidikangeologiterhadapendapanbatubaradiPulauSebuku(Ge0-

10glCalinvestigationsofthecoaldepositsonPulauSebuku,SoutheasternKaliman-

tan).

6･R･F･Johnson& Marjono, GeologyandbauxitedepositsofthecentralRiaulslands.
C)Paleontologyseries

l･Hartono, HantkeninaintheNanggulanarea. Collectionofsmallerforaminiferaatthe

paleontologysectionofthegeologlCalsectionoftheGeologicalSurveyofIndonesia.

2･SISartono, Notesonanew findofPithecanthropusmandible.

d)Occasionalpapers

l.SoetarjoSigit, ProgressoftheGeologicalSurvey andrelatedactivitiesinIndonesia
1960-1962.

2･M･M･PurboHadiwidjojo, Kata-kataistilahgeologidanilmu-ilmuJangberhubungan:

Inggri-Indonesia dan Indonesia-Inggris (English-Indonesia and Indonesia-English

termsofgeologyandrelatedsciences).

3･S･Sartono.ThediscoveryofahominidskullatSangiran,CentralJava.

4･M･M･Purbohadiwidjojo,DocumentasibidangGeologiIndonesia(Documentationonthe

GeologyofIndonesia).

e)Hydrogeologyseries

l･M･M･Purbohadiwidjojo, Pertjobaan Pemetaan hidrogeologitindjau didaerah Garut

denganmenggunakandasarsatuan-satuangeomorfologl.
f)Others

l.A･KraefE,A contributiontothepetrologyoftheyoungextrusiveandintrusiverocks
oftheriverbasinofS.Kajan(NEBorneo).

2･P･Marks, Smallerforaminiferafrom wellNo.1Kebajoran,Djakarta.

3･P･Marks, StratigraphiclexiconofIndonesiaText.
4.P.Marks, Atlas.

5･F･Laufer, ThegeologyandhydrologyofWestandCentralSumbaandtheirrelation-

shiptowater-supplyandtheruraleconomy.

6･M･M.Purbohadiwidjojo, PotensidaerahLampungakantenagapanasbumi(Thegeo-

thermalenergypotentialoftheLampungarea,SouthSumatra).

7･M･M･Purbohadiwidiojo,Volcanicactivity and itsimplicationsonsurfacedrainage:
thecaseoftheKelutVolcano,EastJavaasanexample.

Ⅴ 地質図について

地質学的な種々の研究および調査の基礎資

料 となるイン ドネシア関係の地質図で,現在

までに地質調査所にて発行されたものには,

以下の地図が知られている｡

1)Geologicalmap ofindonesia,Scale

l:5,000,000

2)GeologicalmapofJavaandMadu-

ra,Scale1:500,000

3)Distribution mapofthecoaldepo-

sits,industrialmineralsandrocks
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inIndonesia,Scale1:5,000,000

4)Geologicmap ofIndonesia,Scale

l:2,000,000

5)Tentative ground-water map of

JavaandMadura,Scale1:1,000,000

6)Geologicmap ofSoutheastKali一

mantan,Scale1:500,000

7)PetageologiKalimantanBaratdan

Barat-Daja (Geological map of

WestandSouthwestKalimantan),

Scale1:500,000

その他,イン ドネシア関係の地質学学術雑

誌および報告書において,付図として発行さ

れたもの,あるいは1800年代後半より現在ま

で,多数の局地的な地質図を除き,ある程度

系統的な種々の縮尺で表わされた地質図は,

約 200葉が知られている｡ これ らの未発行の

資料の地質図のほとんどは1942年以前,すな

わちオランダ植民地時代に編纂されたもので

ある｡1942年以後の編纂になるものは約10葉

にすぎない｡ これらの地質図の分布を Fig.

に示す｡

Fig.より, イン ドネシアの地質図の作製

は前鉱山局 (DienstvandenMijnbouw)

の活動を反映して,鉱物資源胚胎地域にその

重きの置かれていたことが理解される｡ すな

わち,当時の mapping活動の中心は石油腔

胎地域の北部および南部スマ トラ,東カリマ

ンタン,ジャワ島北岸,そして錫,アル ミニ

ウム地域の リュウ諸島,バンカ島,どリトン

島である｡ また,秩,ニッケル地域の東部お

よび西部カリマンタン地域,そして,スラウ

ェシおよび-ラマ-ラ島などである｡

なお,ジャワ島では,ジャカルタ,バン ド

ン,スマラン,ジョグジャカルタそしてスラ

バヤなどの人口桐密地域は,鉱物探査 とは別

に地域開発のための基礎資料の必要性 と調査

条件に恵まれていることから大縮尺の地質図

が作製 されている｡ しかし,全体的には実際
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の調査研究に必要な大縮尺,すなわち縮尺10

万分の 1以上の地質図の国土に占める割合は

やっと数%にしか達していない現状である｡

このことは,従来よりイン ドネシアは鉱産資

源が豊富であるといわれているが,未だその

系統的な探査が不十分であり,その効果を十

分示 してないことを表わしている｡

最後に イン ドネシア地質学を 総括 して,

prof.Dr.J.A.Katiliは Contributionof

Debt.of Geology,ZTB,No.59に述べた

論文の中で,1925-1961年までにイン ドネシ

アにおいてなされた地質学的調査研究のほと

んどは外国人,特にオランダ人によってなさ

れたと結論し,この国の独立が達成されて以

莱,イン ドネシアは他の太平洋諸国と同じよ

うに,調査 ･研究費の不足そして科学者およ

び技術者の絶対数の不足という深刻な問題に

直面してお り,特にこの研究者の不足はイソ

ドネシア地質学分野の進歩に立ちはだかる障

害であると明言している｡ そして, この間

題を克服するためには高度な研究教育機関の

育成が必要であり,実際には大学における自

然科学部門の発展の中に求められ,その施設

充実を訴えている｡ 補足するならば,すなわ

ちイン ドネシア地質学界は,独立に伴い外国

人研究者の引き揚げが行なわれ,そのままそ

れは少数のイン ドネシア研究者に引き継がれ

た｡しかし,その研究調査対象に比して研究

者の絶対数の不足はおおうべ くもなく,この

ことは出版物の量において財政的不足という

点を考慮 してもオランダ統治時代におよぶべ

くもない｡現在 ITB のスタッフを中心に,

部分的ではあるがオランダ人の地質学解釈に

対し改訂や異議が唱えられている｡ さらに次

の点でイソ ドネシア地質学,特に探査 という

点では転期にさしかかっていると思われるo

すなわち, 現在政府は この国の 鉱産資源

は,急激に国家収入の増加をもたらすものと

して十分認識 しているが,現状下では,この
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国の鉱産資源の探査および開発に対する国内

資本投下の困難さに直面し,この国の鉱業に

対して,積極的に外国資本を招来し,生産物

分与 (PS)方式や,現在では国際入札方式を

採用している｡ このことは新鉱床の探査およ

び発見の可能性は,外国資本の下で外国人技

術者,研究者による新器材を使った方法の中

に委ねることになると思われる｡

しかし既製のこの国の各種鉱業の多 くは国

営企業によって経営されており,石油および

天然ガス部門の P.N.Pertamina,錫那門

の P.N.TambangTimah, 石炭部門の

P.N.TambangBatubara, 各種鉱石部門

の P.N.AnekaTambangの4企業が知ら

れており,これら国営企業と地質学研究者,

技術者との関係はもっと緊密にならざるを得

ないだろう｡ また,もともとインドネシアは

農業国であり,この農業は未だ全人口の70%

以上を維持し,ジャワ島以外の外領の島々に

は広大な未開発の農業適地を有していること

から,将来にわたっても農業はこの国のバツ
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ク･ボ-ソをなすと思われる｡ イン ドネシア

5カ年計画(REPELITA)の中にも重点施策

として農業開発が述べられており,それに伴

う河川制御,濯潜,地下水問題,あるいは地

域開発につながる道路,港湾などの関連事業

の整備開発など,政府の種々プロジェクトが

イン ドネシア地質学研究者,技術者の対象に

なってきている｡

また,防災の立場から世界有数の火山国で

あるイン ドネシアは火山観測,地震観測を充

実することもその範囲に含まれる｡一般に地

質学は直接,社会の動向に影響される性質の

ものでないかもしれないが,イン ドネシアの

ように,現在も空自の地域を有している発展

途上の国の場合,社会の要請,政府の施策が

自然科学の進む方向に与える影響は特に大き

いと思われる｡

(付記)この報告の作製にあたっては,ITB

および地質調査所の出版物,資料に負うとこ

ろが多い｡

(9171年3月)
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